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令和４年度 第４回越谷市立小中学校学区審議会会議録 

 

１ 開催日  令和５年２月１７日（金） 

２ 会 場  中央市民会館 ５階 第４・５・６会議室 

３ 開閉会  開会 午後２時００分 

       閉会 午後２時４０分 

４ 出席委員 石 崎 一 宏 委員  木 場 真 理 委員  山 本 幹 弘 委員 

       福 島 茂 樹 委員  遠 藤 敏 子 委員  髙 山 水 子 委員 

手 塚 麻 美 委員  小 池 美 佳 委員  佐々木 京 子 委員 

馬 場 れい子 委員  石 塚 忠 男 委員  深 野   弘 委員 

戸 張 信 彦 委員  吉 井 仁 実 委員  小 幡   肇 委員 

五味田 真紀子 委員 

５ 欠席委員 松 村 哲 延  委員  大 谷 佳 秀 委員  鈴 木   実 委員 

       加 瀨 朱 子 委員 

６ 事務局出席者 

       学校教育部長            青 木 元 秀 

       学校教育部副部長兼学校管理課長   五十嵐   治 

       学校教育部副参事兼指導課長     小野寺 秀 明 

       学務課長兼小中一貫校整備室長    磯 山 貴 則 

       給食課長              中 野   聡 

       学務課小中一貫校整備室主幹     岡 田 益 史 

       学務課小中一貫校整備室主任指導主事 木 村 将 紀 

       学務課小中一貫校整備室主事     内 田 望 美 

       学務課学事担当主幹         武 内 英 樹 

       学務課学事担当主事         戸 田 陽菜乃 

       学務課学事担当主事         青 谷 奈津季 

７ 報告事項 

（１）令和４年度第３回越谷市立小中学校学区審議会会議録について 

８ 協議事項  

（１）川柳地区小中一貫校設立に伴う通学区域の設定について 

（２）今後のスケジュール（案）について 

 

【令和４年度第４回越谷市立小中学校学区審議会会議録要旨】 

１ 開  会 

 

２ 報告事項 

  （１）令和４年度第３回越谷市立小中学校学区審議会会議録について 

  事務局より前回の審議会会議録について説明を行い、原文のまま承認された。 

 

３ 協議事項 

審議会条例第５条第２項の規定により、小幡会長が議長となり議事を進行する。 

（１）川柳地区小中一貫校設立に伴う通学区域の設定について 

議 長 事務局に説明を求める。 

事務局 川柳地区小中一貫校設置に伴う通学区域の設定について説明を行い、小中一貫教
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育の効果的な実現を図るために大相模中学区の一部を光陽中学区へ改編する案を

提示した。 

議 長 委員に質疑・意見を求める。 

（質疑・意見）  

  委 員 光陽中学校の立地が光陽中学区内ではなく、（仮）川柳中学校の学区内であること

について、もう少しうまくできないのか。 

  事務局 一つの小学校から皆が同じ中学校に進学できるようにするため、またレイクタウ

ン地区内に学校用地を取得することが難しいために、光陽中学校の立地が学区外

になってしまうことについてはご理解いただきたい。 

 

  （２）今後のスケジュール（案）について 

       議 長 事務局に説明を求める。 

      事務局 今後のスケジュール（案）について事務局案を説明した。 

      議 長 委員に質疑・意見を求める。 

      （質疑・意見） 

委 員 川柳小学校の１～４年生と５・６年生が分かれることについて、これまで５・６年

生が１年生の面倒を見ながら生活してきたと思うが、４年生までとなるとその部分

が心配である。 

事務局 １～４年生と５・６年生は別の校舎で離れて生活することになるが、交流する機会

は作っていく。１～４年生は４年生を最高学年としてその中で自己肯定感を育むよ

うな取り組みを進めたい。また、すでに４年生までと５・６年生で分かれて生活し

ている学校を視察したところ、当初は同様の不安があったが、実際は４年生がたく

ましく成長するとともに、５・６年生も中学生との交流を通して高い目標を持って

生活できているとのことであった。 

 

   以 上   


